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研究成果の概要（和文）：自閉スペクトラム症者にみられる性格特性である自閉性特性は質問紙によって評定さ
れてきたが，近年の研究から客観的に観察可能な行動にも自閉性特性の高さが反映されることが示されている．
そこで本研究は，視線行動や歩行動作などの行動指標から自閉性特性を回帰することを目的として行った．その
結果，他者の表情を読み取る際の視線行動，および他者との衝突を回避して歩行する際の身体動作に，自閉性特
性の高低が反映されることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Recent studies have shown that the individual differences in autistic traits
 modulate involuntary behaviors, such as gaze behavior during facial communication and gait 
characteristics during walking alone. The results obtained through this project suggest that 
autistic trait can be related with gaze behavior during recognizing other’s facial expression. 
Furthermore, the autistic trait was regressed by the gait characteristics when they tried to walk 
avoiding contact with their counterparts.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで自閉性特性は対人コミュニケーションの困難や限局した興味・関心など，当事者の内的世界でみられる
個性に注目が集まりがちであった．本研究によって視線行動や歩行動作のような客観的に観察可能な行動にもそ
の個性があることを明らかにした．これにより自閉性特性の多面的な理解につながると期待している．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
①研究の学術的背景 
本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ 
 自閉スペクトラム症（Autistic Spectrum Disorder; ASD）は，社会適応に困難を示す神経発
達障害である（DSM-5, 2013）．その症状（自閉性特性）は，定型発達者と自閉症者を両端とし
た帯状に連続分布する．スペクトラム上位 3%は自閉症と診断されるが，上位 5-9%は閾下群と
呼ばれ（Sasson et al., 2013），受診するに至らない軽度の自閉性症状（Quantitative Autistic 
Trait, Nishiyama et al., 2014）を呈する．ただし閾下群には、就労などの生活環境の変化をき
っかけに社会不適応となるケースが多い（杉山，2000）． 
 自閉性特性は，臨床群では医師により診断されるが，閾下群以下では主に質問紙検査によって
評価される．しかし質問紙への回答は被検者の主観報告であるため，意図的に回答が歪められる
可能性がある．そこで客観的な評価指標の候補となるのが非随意の視線行動である．二者の対話
場面を観察する視線行動は，自閉性高群と低群では異なることが報告されており（Klin et al., 
2002; Nakano et al., 2010; Norbury et al.,2009），この差異を連続的に拡張することで，自閉性
特性の客観的な評価指標となりうる． 
  
２．研究の目的 
（１）視線行動の高次元特徴量（注視時間，潜時，注視箇所と頻度，瞳孔径など）のうちから本
質的な特徴量を抽出し，心理指標と定量的に対応するパラメータとして，客観的裏付けと類型化
に利用することを目的として研究を開始した． 
（２）さらに，研究期間中に共同研究の機会に恵まれ，歩行中の身体動作を計測する技術を本
研究課題に取り入れることができた．自閉スペクトラム症者の歩行が定型発達者と異なるこ
とは先行研究 (Vilensky+ 1981, Arch Neurol; Hallett+ 1993, Arch Neurol)で指摘されてい
たことから，自閉性特性と歩行動作の関連について検討することも本研究の目的とした． 
 
３．研究の方法 
（１）視線計測による自閉性特性との関連 
自閉性特性は質問紙検査によって評定し，行動指標は視線計測によって抽出した。まず自閉性
症状を評価するための質問紙の選定と視覚刺激の選定を行った．質問紙検査で計測された自閉
性症状と対応する視線行動のパラメータを抽出するため，自閉性症状高群と低群の二群に分け，
グループ間で異なる視線行動を比較した． 
（２）歩行計測による自閉性特性との関連 
 自閉性特性は質問紙検査によって評定し，行動指標は歩行中の身体動作計測によって抽出し
た．質問紙検査で計測された自閉性症状と対応する歩行動作のパラメータを抽出するため，自閉
性症状高群と低群の二群に分け，グループ間で異なる歩行動作を比較した． 
 
４．研究成果 
（１）視線計測による自閉性特性との関連 
 まなざし課題(Baron-Cohen et al., 2001)
は，多くの先行研究で自閉性特性との関連が
示されてきた．本研究でもこれを用い，まな
ざし課題の正答率と，自閉性特性を含む性格
特性との関連を線形回帰分析によって検討
した．大学生 14名（平均年齢 21.1歳）が実
験に参加し．実験では，全顔課題（顔全体の
写真を観察し，それがどの表情を表している
かを四肢択一で回答する課題，および，まな
ざし課題：目領域を切り出した画像を観察
し，それがどの表情を表しているかを四肢択
一で回答する課題）の二つを行った．性格特性は日本語版 Ten Item Personality Inventory 
(TIPI−J) (小塩ら, 2012)によって評定した．まなざし課題における正答率（M = 0.49, SD = 
0.08）は，全顔課題における正答率（M = 0.50, SD = 0.08）と有意な差が見られなかった． 
一方で，自閉性特性が高いほど，まなざし課題と全顔課題の正答率の差分は大きくなると考
えられたため，まなざし課題と全顔課題の正答率の差分を目的変数，性格特性の下位尺度得
点 5 変数を説明変数とし，全ての変数組み合わせに対する重回帰分析（全状態探索法，
Ichikawa et al., 2014）を行い，正答率の差分を説明する回帰式を得た（adjusted R2=.651）．
モデルにおいて有意となった係数は協調性，統制性，神経症傾向，開放性の 4つであり，協
調性，統制性，神経症傾向の係数の符号は負であった．これらの性格特性の低さは自閉性特
性の高さと相関することが指摘されていることから（Lodi-Smith et al., 2019），自閉症特性
が高いほど全顔課題とまなざし課題の正答率の差分が大きいことが示唆された． 
 
（２）歩行計測による自閉性特性との関連 
二者が向かい合って接近し衝突を回避してすれ違う場面を実験室内で作り出し，このときの

図 1. まなざし課題の実験画面の例 



歩行者の身体動作を計測した．衝突を回避するには、歩行中に相手の動きを知覚し意図を読む必
要があるため（Honma+ 2015 Front Psychol），自閉性特
性と歩行動作の関連を検討する上で，最適な実験パラダイ
ムと考えた． 
実験には大学生 14 名が参加した．自閉性特性は

SATQ によって評定した．その後，身体の４か所（頭，腰，
左右の脚）に IMU タイプの三次元モーションキャプチャシ
ステムを装着した状態で歩行計測に参加した．歩行計測で
は，他の実験者とペアになって，向かい合って歩行を開始
した．１歩目から６歩目まで（直進ゾーン）は床に貼られたマ
ーカーを目安にして直線上を歩いてもらった．７歩目以降
（すれ違いゾーン）は他の被験者との衝突を避けて歩行し
た後，なるべくはやくもとの直線の延長線上に戻るように教
示した．実験後には，加速度のノルム，加速度のノルムの
標準偏差，角加速度のノルム，角加速度のノルムの標準偏
差を，直進ゾーンおよびすれ違いゾーンのゾーン内平均
値として算出した． 
その結果，自閉性特性の高い者ほど，すれ違いゾーン
における腰関節の角加速度のノルムがより高いことが示さ
れた（図３）．腰関節の角加速度は体幹のブレの大きさを示しており，すれ違い時に身体動作がぎ
こちない場合にこれが大きくなる．本研究の結果は，自閉性特性が高い者において，単独歩行時
だけでなく，他者との衝突を回避して歩行する際にも歩行動作がぎこちなくなることが示された．さ
らに，腰関節の角加速度のノルムを説明変数，自閉性特性を目的変数として線形回帰を行ったと
ころ回帰することができた（adjusted R2=.38）（図４）． 
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図 2. 二者が歩行中にすれ違う場面 

図 3. すれ違い歩行時の腰の角加速度のノルム。
実線が自閉性高群の平均、破線が低群の平均。す
れ違い時（↓）に差がみられる。 図 4. 腰の角加速度のノルムから予測した自

閉性特性(縦軸)と自閉性特性の実測値（横軸） 
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